
観
光
圏
で
の
取
組
み
で
は
、
複
数
の
観
光

地
や
幅
広
い
事
業
者
・
地
域
住
民
・
行
政
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
が
連
携
し
て
、
地

域
が
一
体
と
な
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
を
作
り
出
す

こ
と
が
最
も
重
要
で
す
。
こ
う
し
た
観
点
を

踏
ま
え
、
観
光
圏
整
備
事
業
に
対
す
る
支
援

を
受
け
る
た
め
に
は
、
次
の
２
種
類
の
計
画

を
作
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
観
光
圏
整
備
計
画
」
は
、
市
町
村
ま
た

は
都
道
府
県
が
作
成
す
る
も
の
で
、
観
光
圏

の
区
域
や
、
観
光
圏
と
し
て
目
指
す
ブ
ラ
ン

ド
の
方
向
性
を
記
載
し
ま
す
。
観
光

圏
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
観
光
圏
整

備
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
事
業

者
は
共
同
で
、「
観
光
圏
整
備
実
施
計

画
」
を
作
成
し
、
具
体
的
な
事
業
計

画
を
記
載
し
ま
す
。
観
光
圏
整
備
実

施
計
画
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
申
請

を
行
う
こ
と
で
、
大
臣
認
定
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
、
認
定
を
受
け
る
こ

と
で
、
観
光
圏
整
備
事
業
に
対
し
て
、

各
種
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
街
道
が
日
本
の

観
光
地
と
大
き
く
異
な
る
点
に
、
沿
道
の
観

光
案
内
所
が
民
営
化
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
民
営
の
観
光
案
内
所
で
は
、

飛
び
込
み
で
訪
れ
た
観
光
客
に
対
し
て
、
希

望
や
予
算
に
応
じ
、
観
光
コ
ー
ス
や
レ
ス
ト

ラ
ン
、
ホ
テ
ル
な
ど
を
セ
ッ
ト
に
し
て
提
案

し
、
代
金
の
受
け
取
り
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
街
道
沿
い
の
自
治
体
や
民
間
の
関

係
者
が
協
力
し
て
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

や
景
観
整
備
、
街
道
バ
ス
の
運
行
な
ど
も
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
参
考

に
従
来
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
し
い
取
組

み
に
挑
戦
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
観
光
圏
整

ド
イ
ツ
南
部
に
南
北
約
３
５
０
㎞
に
わ
た

っ
て
伸
び
る
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
街
道
」。
沿

線
に
は
多
く
の
古
城
や
中
世
の
景
観
が
広
が

り
、
実
際
に
訪
問
し
た
方
や
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
な
ど
で
ご
存
じ
の
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
街
道
の
素
晴
ら

し
さ
は
、
史
跡
や
景
観
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
沿
道
の
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
お
も
て

な
し
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
、
世
界
中
の
観

光
客
を
魅
了
し
て
い
る
の
で
す
。

ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
街
道
の
よ
う
な
地
域
の

取
組
み
を
支
援
す
る
の
が
、
こ
れ
か
ら
ご
紹

介
す
る
観
光
圏
整
備
事
業
の
取
組
み
で
す
。

観
光
圏
整
備
事
業
は
、「
観
光
圏
の
整
備
に

よ
る
観
光
旅
客
の
来
訪
及
び
滞
在
の
促
進
に

関
す
る
法
律
」（
以
下
、「
観
光
圏
整
備
法
」）

に
基
づ
く
取
組
み
で
す
。
観
光
地
同
士
や
、

業
種
の
枠
を
超
え
た
幅
広
い
関
係
者
が
連
携

し
て
、
観
光
地
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
る
取
組

み
に
対
し
て
、
補
助
金
や
低
利
融
資
、
規
制

緩
和
な
ど
の
制
度
で
支
援
を
行
い
ま
す
。

観
光
圏
整
備
法
は
、
昨
年
７
月
に
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
19
年
度
の
国
内
観
光
旅
行

消
費
額
は
、
23
・
５
兆
円
に
上
っ
て
い
ま
す

が
、
宿
泊
旅
行
は
、
こ
の
う
ち
の
約
３
分
の

２
に
当
た
る
15
・
３
兆
円
を
占
め
る
な
ど
、

観
光
に
お
け
る
滞
在
型
の
宿
泊
旅
行
促
進
が
、

地
域
の
経
済
活
動
の
面
で
も
重
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
国
内
外
の
観
光
客
の

皆
様
に
、
移
動
や
宿
泊
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
、

２
泊
３
日
以
上
の
滞
在
型
の
観
光
を
し
て
も

ら
う
こ
と
が
観
光
圏
整
備
法
の
大
き
な
目
標

で
す
。

な
お
、「
観
光
圏
」
と
は
、
自
然
、
歴
史
、

文
化
な
ど
に
お
い
て
密
接
な
関
係
が
認
め
ら

れ
る
観
光
地
を
一
体
と
し
た
区
域
を
指
し
、

各
地
域
が
連
携
し
て
自
主
的
に
設
定
す
る
も

の
で
す
。

観
光
圏
整
備
法
の
枠
組
み

「
観
光
圏
」
と
は
？

２
泊
３
日
以
上
を
楽
し
め
る

魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り

〜
観
光
圏
整
備
法
に
よ
る
観
光
地
・
関
係
者
の
連
携
支
援
〜

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
制
度

観
光
庁
　
観
光
地
域
振
興
課

国内における観光旅行消費額
（国土交通省「平成19年度旅行・観光産業の経済効果に関する調査研究」による）
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特集■観光立国の実現に向けて

備
法
の
枠
組
み
で
は
、
次
の
よ
う
な
各
種
の

支
援
・
補
助
制
度
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

①
観
光
圏
整
備
事
業
補
助
制
度

民
間
事
業
者
が
ソ
フ
ト
事
業
の
観
光
圏
整

備
事
業
を
行
う
場
合
、
大
臣
認
定
を
受
け
て

い
れ
ば
、
最
大
40
％
の
補
助
金
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

②
日
本
政
策
金
融
公
庫
に
よ
る
低
利
融
資

観
光
圏
内
の
宿
泊
施
設
が
、
サ
ー
ビ
ス
改

善
の
た
め
の
改
修
や
外
装
な
ど
を
行
う
計
画

が
大
臣
認
定
を
受
け
て
い
れ
ば
、
日
本
政
策

金
融
公
庫
に
よ
る
特
別
利
率
で
の
融
資
を
受

け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

③
旅
行
業
法
の
特
例

大
臣
認
定
を
受
け
た
観
光
圏
内
の
宿
泊
業

者
が
、
所
定
の
届
出
を
行
う
こ
と
で
、
観
光

圏
内
を
エ
リ
ア
と
す
る
旅
行
商
品
の
販
売
代

理
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
（
観
光
圏
内
限

定
旅
行
業
者
代
理
業
）。

観
光
圏
を
整
備
す
る
に
あ
た
っ
て
、
農
山

漁
村
と
都
市
と
の
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
は
、

滞
在
型
観
光
の
振
興
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
う
し
た
考
え
か
ら
、
観
光
圏
整
備
計
画
を

作
成
し
、
農
林
水
産
大
臣
に
提
出
し
た
場
合
、

「
農
山
漁
村
の
活
性
化
の
た
め
の
定
住
等
及
び

地
域
間
交
流
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」（「
農

山
漁
村
活
性
化
法
」）
に
基
づ
く
活
性
化
計
画

を
提
出
し
た
と
み
な
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、「
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援

交
付
金
」
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
観
光
圏
整
備
法

は
、
国
土
交
通
省
と
農
林
水
産
省
の
共
管
と

な
っ
て
い
ま
す
。

観
光
庁
が
発
足
し
た
平
成
20
年
10
月
に
は
、

全
国
16
地
域
か
ら
提
出
さ
れ
た
観
光
圏
整
備

実
施
計
画
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
に
よ

る
認
定
を
行
い
ま
し
た
。
認
定
さ
れ
た
16
の

「
観
光
圏
」
で
は
、
地
域
の
自
然
や
文
化
、
歴

史
を
生
か
し
た
創
意
工
夫
あ
ふ
れ
る
取
組
み

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
北
海
道
の
「
富
良
野
・
美
瑛

広
域
観
光
圏
」
と
、
大
分
・
宮
崎
両
県
に
ま

た
が
る
「
新
東
九
州
観
光
圏
」
の
取
組
み
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

※
　
観
光
圏
整
備
法
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
観
光

庁
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

http://www.m
lit.go.jp/kankocho/shisaku/

kankochi/seibi.htm
l

観光圏整備による観光旅客の滞在の長期化

農
林
水
産
省
と
の
連
携

（
農
山
漁
村
活
性
化
法
の
特
例
）

地
域
の
取
組
み
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ド
ラ
マ
や
Ｃ
Ｍ
の
撮
影
舞
台
と
し
て
数
多

く
登
場
す
る
「
富
良
野
・
美
瑛
」
地
域
は
、

全
国
的
に
も
知
名
度
が
高
く
、
観
光
地
と
し

て
一
定
の
ブ
ラ
ン
ド
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
日
帰
り
客
が
８
割
以
上
を
占
め
て

い
る
こ
と
か
ら
、
延
べ
宿
泊
数
と
稼
働
率
を

通
年
で
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
富
良
野
・
美
瑛
広
域
観
光
圏

整
備
計
画
で
は
、
個
々
の
観
光
地
と
し
て
の

強
み
を
点
か
ら
線
に
発
展
さ
せ
、「
ち
ょ
っ
と

暮
ら
す
よ
う
に
旅
を
す
る
」
と
い
っ
た
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
す
る
こ
と
で
、
新
た
な

大
人
の
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
形
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

航
空
会
社
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
パ
ッ
ケ
ー
ジ

ツ
ア
ー
な
ど
と
連
携
し
、
現
地
で
楽
し
め
る

体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
複
数
用
意
し
、
観
光
客
の

方
に
選
択
を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
宿
泊
日

数
の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

人
気
ド
ラ
マ
の
セ
ッ
ト
を
使
用
し
て
、
主
人

公
の
家
族
と
同
じ
生
活
が
体
験
で
き
る
ツ
ア

ー
や
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
な
ど
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
２
０
０
９
冬
」
は
富
良
野
市
教
育

委
員
会
が
主
催
す
る
市
民
講
座
「
あ
な
た
が

作
る
　
ふ
ら
の
観
光
ツ
ア
ー
講
座
」
と
連
携

し
、
市
民
参
加
に
よ
る
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア

ー
の
造
成
も
行
っ
て
い
ま
す
。
優
秀
な
ツ
ア

ー
に
つ
い
て
は
今
後
、
商
品
と
し
て
販
売
し

て
い
く
予
定
で
す
。

観
光
客
の
皆
様
が
、
快
適
に
長
期
滞
在
が 人気ドラマセットでの生活体験ツアー

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行

観光圏整備実施計画認定対象地域（16地域）

ち
ょ
っ
と
暮
ら
す
よ
う
に

旅
を
す
る

〜
ふ
ら
の
び
え
い
田
園
休
暇
街
道
〜

富
良
野
・
美
瑛
広
域
観
光
圏

（
北
海
道
美
瑛
町
、
上
富
良
野
町
、
中
富
良

野
町
、
富
良
野
市
、
南
富
良
野
町
、
占
冠

村
＝
６
市
町
村
）

「
ち
ょ
っ
く
ら
旅
２
０
０
８
秋
・

２
０
０
９
冬
」
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で
き
る
よ
う
に
、
ア
ク
セ
ス
面
の
改
善
を
目

的
と
し
て
、
広
域
で
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運

行
し
ま
す
。
富
良
野
市
を
中
心
に
、
北
側
の

美
瑛
白
金
ル
ー
ト
・
十
勝
岳
温
泉
ル
ー
ト
と

南
側
の
占
冠
し
む
か
っ
ぷト
マ
ム
ル
ー
ト
へ
の
３
ル
ー
ト

を
設
定
予
定
で
、
温
泉
間
や
、
ス
キ
ー
場
と

市
街
地
間
の
移
動
を
確
保
し
、
冬
の
雄
大
な

大
雪
山
系
や
富
良
野
・
美
瑛
地
域
の
景
観
も

楽
し
め
る
も
の
と
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
今
年
度
は
観
光
圏
内
の

入
浴
施
設
が
連
携
し
た
パ
ス
の
発
行
や
、
宿

泊
施
設
が
連
携
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

日
本
一
の
湧
出
量
を
誇
る
別
府
温
泉
（
別

府
市
）
や
、
自
然
景
観
と
個
性
豊
か
な
宿
泊

施
設
で
観
光
客
に
人
気
の
由
布
院
温
泉
（
由

布
市
）
な
ど
は
、
観
光
圏
内
で
も
有
数
の
観

光
地
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
連
泊
に
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。

一
方
、
日
豊
海
岸
沿
い
の
臼
杵
う
す
き

、
津
久
見
、

佐
伯
の
各
市
は
、
海
の
恵
み
を
生
か
し
た
体

験
メ
ニ
ュ
ー
が
豊
富
な
ど
、「
浦
」
の
秘
め
ら

れ
た
魅
力
が
高
い
反
面
、
認
知
度
に
課
題
が

あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
各
地
域
を
結
ぶ
高
速
道
路
網
の

開
通
を
機
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
客
の
多
い
大
分
、

延
岡
両
市
を
加
え
、
各
地
域
の
魅
力
を
連
動

さ
せ
る
こ
と
で
、
観
光
客
の
滞
在
日
数
増
加

を
目
指
し
て
い
ま
す
。「
温
泉
」
と
「
浦
」
の

強
み
を
連
携
さ
せ
、
日
常
生
活
を
忘
れ
さ
せ

て
く
れ
る
「
ア
ナ
ロ
グ
体
験
」
を
ブ
ラ
ン
ド

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
東
九
州
観
光
圏
で
は
、
観
光
地

と
食
の
供
給
基
地
を
結
び
つ
け
、
漁
業
を
は

じ
め
と
す
る
一
次
産
業
を
元
気
に
す
る
と
い

う
こ
と
も
併
せ
て
目
指
し
て
い
ま
す
。
観
光

と
地
域
づ
く
り
を
一
体
と
し
て
進
め
る
も
の

―
そ
れ
が
「
新
東
九
州
観
光
圏
」
で
す
。

湯
の
ま
ち
と
し
て
に
ぎ
わ
う
別
府
市
の
隠

れ
た
魅
力
を
引
き
出
す
た
め
、
温
泉
街
に
あ

る
空
き
店
舗
や
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
玄
関
先
を

改
装
し
、
現
代
芸
術
の
空
間
に
生
ま
れ
変
わ

ら
せ
る
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

別
府
市
内
の
商
店
街
の
一
角
で
は
、
空
き

店
舗
を
改
修
し
、
現
代
ア
ー
ト
な
ど
が
行
え

る
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
に
衣
替
え
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん
で
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
ス

ペ
ー
ス
で
は
、
ダ
ン
ス
公
演
な
ど
も
行
わ
れ

て
お
り
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う
な
ど
、
中

心
市
街
地
の
活
性
化
に
も
一
役
買
っ
て
い
ま

す
。別

府
を
「
湯
の
ま
ち
」
に
加
え
、「
ア
ー
ト

の
ま
ち
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
仕
掛
け
を
作

る
こ
と
で
、
来
訪
し
た
観
光
客
の
皆
さ
ん
に

滞
在
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
工
夫
を
行
っ
て

い
ま
す
。

「
関
サ
バ
」「
関
ア
ジ
」
を
初
め
と
し
た
海

の
幸
が
豊
富
な
日
豊
海
岸
エ
リ
ア
の
秘
め
ら

れ
た
魅
力
を
観
光
客
に
も
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、

佐
伯
市
な
ど
で
は
、
各
地
の
港
で
行
わ
れ
て

い
る
朝
市
を
観
光
客
向
け
に
ア
レ
ン
ジ
し
た

「
観
光
朝
市
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
開
催
日

程
も
、
毎
週
圏
域
内
の
ど
こ
か
で
開
催
さ
れ

る
よ
う
な
調
整
を
行
う
な
ど
、
今
ま
で
知
ら

れ
て
い
な
い
魅
力
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

空き店舗を活用したアート展示会（杜田洋一さん撮影）

活気あふれる観光朝市

滞
在
促
進
地
区
ア
ー
ト
化
事
業

観
光
朝
市

特集■観光立国の実現に向けて

東
九
州
東
方
見
聞
録

〜
泉
と
浦
の
物
語
〜

新
東
九
州
観
光
圏

（
大
分
県
別
府
市
、
由
布
市
、
大
分
市
、
臼

杵
市
、
津
久
見
市
、
佐
伯
市
、
宮
崎
県
延
岡

市
＝
７
市
）
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